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樹林地の整備で 明るくなった林床に セイヨウタンポポ が…  

  
 

 

 

今年も 中川西小下･東屋の上の草原に

カントウタンポポ が 咲きました 
 

１０年前に「この一角に 珍しく咲いて

いるので 大切に育てるように｣ と 

教わって以来 この一角の草はらは 

業者による一律の草刈りをせずに 

刈り残してもらい 愛護会の手で 

丁寧に下草刈りをしてきました 
 

周辺には セイヨウタンポポが 一面に 

咲いているので いつまで残せるのか 

心配ですが 守り続けたいものです 

カントウタンポポ 

総苞片が閉じている 

自家受粉では種子ができず 

種は秋まで発芽しない 

セイヨウタンポポ 

総苞片が反り返っている 

受粉に関係なく種子が発芽する 

環境省･要注意外来生物 

 
 

 

親水広場の南側の樹林地は 土砂流れ･崖崩れを防ぐために 

間伐･剪定が行われ 見通しの良い明るい樹林地になり 

林床には 実生の木の芽や 下草が育ち始めています 

一方 日陰で多く育っていた ギンラン や イチヤクソウ は 

見られなくなり セイヨウタンポポ が咲き始めました 

この里山では 外来種の野草は 見られなかったのですが 

樹林地を管理するむずかしさを 痛感しています 

片隅に イチヤクソウの新芽を見つけたのが 光明です･･･ 

 

 

樹林地に咲いたセイヨウタンポポ
が 

片隅に見つけたイチヤクソウの新芽 


